日常生活場面における認知的失敗傾向と記憶自己効力感の関係-認知的失敗質問紙（CFQ）と成人用メタ記憶尺度（MIA）の因子間の相関分析- by 清水 寛之
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Relationship between tendencies of cognitive failures and 
memory self-efficacy in everyday situations:
A correlational analysis of factors between the Cognitive Failures Questionnaire (CFQ) and  
the Metamemory in Adulthood (MIA) questionnaire
Hiroyuki Shimizu (Department of Psychology, Kobe Gakuin University)
　The purpose of the present study was to elucidate the relationship between tendencies of cognitive failures 
and memory self-efficacy in everyday situations using the Cognitive Failures Questionnaire (CFQ) and the the 
Metamemory in Adulthood (MIA) questionnaire. Two hundred and fourteen undergraduate and graduate students 
(18-28 years old) participated in the study, and the two kinds of questionnaires were successively administered 
to each of the participants. The participants were asked to rate 25 items of the CFQ (5 factors) on 5-points scales, 
and 44 items of the MIA (5 factors) on 5-points scales. The main results showed that memory self-efficacy, 
as especially reflected on the factor of “Capacity” of MIA, was significantly related to the factors of “Failure 
of promise” and “ Failure of name memory” of CFQ, and that the factors of “Change” and “Anxiety” of MIA 
were also significantly related to all factors of CFQ. These results were discussed in terms of the meaningful 
interpretations for the possibility of practical implications of the significant correlations between the specific 
factors in cognitive failure and memory self-efficacy. 
Key words:  metamemory, cognitive failure, memory self-efficacy, the Cognitive Failures Questionnaire (CFQ), 
the Metamemory in Adulthood (MIA) questionnaire
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Dixon & Hultsch（1983）の研究結果を参考に，44 項
目からなる日本版 MIA（短縮版）を開発した。この












れている（Hertzog, Dixon, & Hultsch, 1990; Hertzog & 
Dixon, 1994）。Valentijn, Hill, Van Hooren, Bosma, Van 
Boxtel, Jolles, & Ponds（2006）はオランダ版 MIA（短
縮版）の下位尺度のなかから，「変化」，「能力」，「不安」

















性が 93 名，女性が 121 名であった。調査参加者全体
の年齢は，平均 20.66 歳（標準偏差 1.40，範囲 18-28 歳）
であった。
調査期間







































表計算ソフトウエアMicrosoft Office Excel 2013によっ
て集計・整理され，統計的分析は統計解析ソフトウ





















































CFQ の 25 項目のそれぞれに対する全調査参加者の
評定値について，平均と標準偏差を算出した結果を













を参考に，CFQ が次の 5 因子から構成されるという
結果を示している。第 1 因子「空間的失敗」（項目
番号 4，12，3，18，5 の 5 項目：因子負荷量 0.35 以
上の項目だけを因子負荷量の高いものから順に示す。
以下同様），第 2 因子「うっかり，ぼんやりの失敗」（項
目番号 8，21，15，19，9，14，1，10 の 8 項目），第
表 1　認知的失敗質問紙（CFQ）の質問項目と評定値
番号 質 問 項 目 平均 標準偏差
1 本などをよく考えないで読み過ごしてしまったために，もう一度読み直さなけれ
ばならない 2.20 0.96
2 家の中を歩いてきて，何をするためにそこに来たのか思い出せない 2.02 0.96
3 道路に出ている看板や標識に気がつかない 1.77 1.02
4 方向を説明するとき，右と左を間違う 1.23 1.13
5 人にぶつかる 1.21 0.99
6 出かける時，明かりや火を消したか，鍵をかけたかどうか思い出せない 1.93 1.00
7 人と会った時，その人の名前を聞きのがす 2.09 1.04
8 失礼なことを言ったかもしれないと，後になって気付く 2.46 1.01
9 何かをしている時に話しかけられると聞きのがす 2.65 0.93
10 かんしゃくを起こして後悔する 1.48 1.13
11 大事な手紙に何日も返事を書かない 1.53 1.11
12 よく知っていてもめったに通らない道に出るには，どこで曲がればいいのか思い
出せない 1.64 1.16
13 スーパーマーケットに行って，欲しい品物が目の前にあるのに見つけられない 1.43 0.98
14 正しい意味で言葉を使っているかどうかが，急に気になる 2.13 0.97
15 決心するまであれこれ迷う 2.78 1.09
16 約束を忘れる 1.17 0.85
17 新聞や本をどこに置いたか思い出せない 1.95 0.99
18 例えば捨てようと思っていた包み紙を残して，チョコレートの方をうっかり捨てて
しまう 0.89 0.89
19 何かを聞いていなければならない時にぼんやり空想してしまう 2.62 0.98
20 人の名前を思い出せない 2.08 1.11
21 家の中で何かに取りかかっている時につい他の事がしたくなってしまう 2.77 0.96
22 のどまで出かかっているのに，どうしても思い出せない 2.38 0.85
23 何を買いにその店まで来たかが，思い出せない 1.10 1.00
24 物を落とす 1.56 1.08










3 因子「検索失敗」（項目番号 22，25 の 2 項目），第
4 因子「約束の失敗」（項目番号 16，17，11 の 3 項目），


















の研究結果を参考に，MIA が次の 6 因子から構成さ
れるという結果を示している。すなわち，第 1 因子




27 の 10 項目），第 3 因子「能力」（項目番号 44，43，
35，38，32，37，40 の 7 項目），第 4 因子「不安」（項
目番号 7，25，2，8，16，29，39，31 の 8 項目），第
5 因子「方略」（項目番号 28，20，30，18，22，23，
36 の 7 項目），第 6 因子「支配」（項目番号 42，24，











た［いずれも ps < .05］。
認知的失敗質問紙（CFQ）と成人メタ記憶尺度
（MIA）における因子別項目評定値間の相関








れた。（c）MIA の「能力」は CFQ の「約束の失敗」
と「人名記憶の失敗」との間でそれぞれ有意な負の
相関が見られた。（d）MIA の「不安」は CFQ のすべ
ての因子との間でそれぞれ有意な正の相関が見られ
た。（e）MIA の「方略」は CFQ の「うっかり，ぼん
やりの失敗」との間で有意な正の相関が見られた。（f）
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表 2　成人メタ記憶尺度（MIA）の質問項目と評定値（逆転項目処理前）
番号 質 問 項 目 平均 標準偏差
1 * ほとんどの人にとって興味がある事柄の方が、そうでない事柄よりも、思い出しやすい。 1.96 0.97
2 * 何かを思い出すように頼まれると不安になる。 2.28 1.10
3 以前のようには、物事が思い出せない。 2.89 1.12
4 * 以前と同じように物事を思い出すことができる。 2.96 1.03
5 * ほとんどの人にとって、すぐに必要となる情報の方が、そうでない情報よりも、思い出しやすい。 2.11 1.00
6 * ほとんどの人にとって、行きたい所や行かなければならない場所への道順の方が、そうでない場
所よりも、思い出しやすい。 1.97 0.97
7 * 記憶力が必要となる問題に取り組もうとするときは、不安になることが多い。 2.02 1.07
8 * 会ったばかりの人を誰かに紹介しなければならないとしたら、落ち着かない気持ちになる。 2.23 1.26
9 １0年前に比べると、本・映画・芝居などの題名を思い出せなくなった。 3.14 1.11
10 * ほとんどの人にとって、使おうと思っている言葉の方が、決して使わないとわかっている言葉より
も、思い出しやすい。 1.96 0.98







15 * あまり知らないことよりは、知っていることの方が思い出しやすい。 1.54 0.75
16 * もし記憶を試すテストなどを受けなければならないとしたら、いまにも落ち着かない気分になるだろ
う 2.60 1.24
17 日付についての自分の記憶力は、ここ１０年でとても悪くなった。 3.10 1.18
18 なかなか何かを思い出せないとき、思い出す手がかりとして何か似たようなことを思い出そうとす
ることがありますか。 3.04 1.22
19 名前についての記憶力は、ここ１０年でとても悪くなった。 3.05 1.21
20 何かを思い出すために、その日の出来事をもう一度意識して思い浮かべようとしますか。 3.08 1.13
21 * 自分の記憶力は、鍛（きた）えてさえいれば衰えない。 2.78 1.03
22 なるべくあとで思い出しやすいようにと、覚えておきたいことを何か他のことに関連づけて覚えよう
としますか。 2.61 1.09
23 覚えたい事柄には、意図的に神経を集中しようとすることがありますか。 3.68 1.04
24 * 自分次第で、記憶力の低下を防げる。 2.23 0.83
25 * よく知らない人から何かを思い出すように頼まれると、緊張してしまう。 2.11 1.04
26 たとえ努力しても、自分の記憶力は低下していく。 2.86 1.02
27 * ほとんどの人にとって、具体的な物の方が、抽象的な物よりも、思い出しやすい。 2.15 0.93
28 覚える手助けとして、頭の中でイメージや光景を思い描きますか。 3.61 1.16
29 * 長い間していなかったことをしなければならないときは不安になる。 1.80 0.68
30 何かを思い出そうとするときに、それを繰り返し頭の中で思い浮かべることがありますか。 3.55 0.98
31 * 自分の記憶力が他の人たちほど良くないと感じるときは、緊張し不安になる。 2.10 1.09
32 * 本・映画・芝居などの題名を思い出すのは得意だ。 3.20 1.06
33 自分の記憶力は、ここ１０年でとても悪くなった。 3.11 1.09
34 * ほとんどの人にとって、非常に興味のあるものの方が、そうでないものよりも、思い出しやすい。 1.56 0.67
35 * 歌の歌詞は、難なく思い出すことができる。 2.79 1.20
36 きちんと思い出すことができるように、メモをとりますか。 2.98 1.16
37 * ヒット曲の名前などを思い出すのは得意だ。 3.16 1.15
38 * 本を読んだあとで、そこに書かれていた内容を思い出すのは簡単だ。 2.86 1.03
39 初めての場所へ行き、帰る道を思い出さなければならないとしたら、不安になるだろう。 2.58 1.35
40 * 新聞記事やテレビ番組の内容を思い出すのは得意だ。 2.79 1.01
41 人がどれだけ一生懸命努力したとしても、記憶力がそんなに改善されることはない。 3.87 0.70
42 * 努力すれば、自分の記憶力を良くすることができる。 2.07 0.69
43 * 物語や小説のあらすじを思い出すのは簡単だ。 2.64 1.02













































































CFQの因子 変化 課題 能力 不安 方略 支配
空間的失敗 -.237** .006 -.109 .359** .065 .087
うっかり、ぼんやりの失敗 -.354** -.003 -.092 .396** .155* .079
検索失敗 -.290** .020 -.089 .286** .091 -.020
約束の失敗 -.182** -.051 -.154* .176** .071 .002
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